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南埜

「教職実践演習Jの実践に関する研究
一学習指導案のデータベース構築と大学の情報発信への活用-

猛岸田恵津別惣淳二山中一英石野秀明

(兵庫教育大学)

本研究は，教職課程の質的水準の向上のために新設・必修化され，他大学より先行実施している兵庫教育大学の「教職実

践演習」に関して，学生にどのような学びや教育効果があったのか，また授業担当教員はこの授業を通して成果と課題をど

のように認識したのかを明らかにするものである。あわせて， I教職実践演習」を含めた4年間の学生の学びの成果を教師に
求められる資質能力の到達度という観点から調べるとともに， I教職実践演習」において学生が作成した学習指導案の分析
を通して，これまで履修してきた大学の授業との繋がりと効果を明らかにすることを目的とする。本稿では，とくに模擬授

業に焦点をあて PDCAサイクルの手法，すなわち計画 (Plan)，実施 (Do)，評価 (Check)，改苦 (Action) に沿って，

その実践を検討した。詐価 (Check)ではアンケート調査の結以をもとに平成23年皮に実施した「教職実践演習」の課題・

問題点とその安因を検討し，次年度に向けた改蕎点ならび、に提案を行った。
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A Study of Implementation on Seminar of Teaching Profession : 

Construction of Lesson Plan's Database and its Application as 

Information Dissemination from University 

Takeshi Minamino， Etsu Kishida， Junji Besso， Kazuhide Yamanaka and Hideaki Ishino 
(骨ogoUnh 

S巳minarof teaching profession is a newly introduced subりect，aiming to improve the quality of teacher-training course. Hyogo 

University of Teacher Education implement巴dit ahead of other universities in Japan. The purpose of this study is to clarify what 

effects it has made on leaming and teaching of th巴studentsand what results and problems the university t巴ach巴rsnoticed while 

they were teaching it. Additionally， we examine the outcome of the 4-year studies in university in connection with the new sub 

ject， in terms of the acquirement of teaching ability requir官dto become a teacher， and also explain the connection between 

Seminar of teaching profession and other subjects by analyzing lesson plans as outcomes. This paper particularly focuses on 

t巴achingsimulation， and examines it in accordanc巴withth巴practJc巴ofPDCA cycl巴techniquessuch as plan (Plan)，巴X巴cutJon

(Do)， evaluation (Check)， and improvement (Action). ln “巴valuation(Check)"， based on the results from questionnair巴survey，w巴

have elaborated tasks and problems of the subject carried out in 2011 and put some proposals for next year 
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はじめに

兵庫教育大学では，平成20年度から新カリキュラムを

施行し，新カリキュラムでは必修科目として教職実践演

習を他大学に先駆けて導入した i、。教職実践演習は4年

次後期に設定され，平成23年度に授業が初めて実施され

ることになった。

教職実践演習は，中央教育審議会の答申に示されるよ

うに「全学年を通じた「学ぴの軌跡の集大成JJとして
位置づけられる授業科目である(表 1) 0 兵庫教育大学

の教職実践演習では， 15コマのうち 6コマを模擬授業に

配当しへ模擬授業ではとくに教員として求められる

「教科・保育内容等の指導力に関する事項」の観点につ

いての確認を行うこととし、授業内容は受講生に学習指

導案を作成させその学習指導案に基づいた模擬授業を行

わせた。教職実践演習で受講生が作成する学習指導案な

らびに模擬授業で示される教師としての行動は，大学4

年間の学習の成果であるとともに，兵庫教育大学におい

ては新カリキュラムの成果を示すものであるとしてとら

えることができる O

以上のような教職実践演習の位置づけならびに兵庫教

育大学の新カリキュラムの取り組みから，本授業で作成

される学習指導案は完成度の高いものが期待された。そ

れらをデータベースとして蓄積することで，大学内の教

育・研究の基礎資料としての活用，また対外的にはそれ

ら学習指導案を大学の情報発信のコンテンツとして活用

することが考えられる O

本研究は，教職課程の質的水準の向上のために新設・

必修化され，他大学より先行実施している教職実践演習

に関して，学生にどのような学びや教育効果があったの

か，また授業担当教員は，この授業を通して成果と課題

をどのように認識したのかを明らかにするものである O

あわせて，教職実践演習を含めた4年間の学生の学びの

成果を教師に求められる資質能力の到達度という観点か

ら調べるとともに，教職実践演習において学生が作成し

た学習指導案の分析を通して，これまで履修してきた大

学の授業との繋がりと効果を明らかにすることを目的と

する O 本稿では，とくに模擬授業に焦点をあて， PDCA 

サイクルの手法，すなわち計画 (Plan)，実施 (Do)，評

価 (Check)，改善 (Action) に沿って検討する O その際

に，授業のアウトプットである学習指導案の利・活用を

視野に入れ，学習指導案のデータベース構築と大学の情

報発信への活用の 2点について検討し，その過程を中心

に記録・報告する。また分析にあたっては，共同研究者

の一人である南埜が担当した小学社会の模擬授業の実践

を中心に報告する O

I 計画 (Plan)

本章では，模擬授業の6コマの授業内容をどのように，

またどのような意図をもって計画したのかを説明する。

ここでは，授業で使用する教科書の選定，受講生が行う

授業の単元の選択，アウトプットとしての学習指導案の

データベース構築，そしてその利・活用としての情報発

信の検討について，以下に示す。

1.教科書の選定

受講生が担当する単元の設定にかかわって，まず使用

する教科書の選定を行った。

教職実践演習の授業が実施された平成23年は，平成20

年版学習指導要領に基づく授業の全面実施の年であり，

新しく採択された教科書が用いられた年度であった。平

成20年版学習指導要領に準拠した小学社会の教科書は 5

種類3、あるO

表 1 教職実践演習の趣旨・ねらい

作成機関 中央教育審議会 兵庫教育大学

文書名
今後の教員養成・免許制度の在りlゴについ 授業計|由i(シフパス)
て(答申)

公開年 平成18年7月1Hl 平成2:3年4月
教職実践演習(仮称)は、教職課程の他の この科同では、各教科の履修等を通して、
j受業科口の履修や教職課程外での様々な活 学牛が身に付けた専門的知識・技能が、学
動を通じて、学生が身に{、Jけた資質能力 生の'1'で合機的に統合され、教員として必
が、教員として最小限必要な資質能力とし 要な実践的資質能力として最終的に形成さ

趣
て令機的に統合され、形成されたかについ れていることを確認する。学生は本科目の
て、課程認定大学が自らの養成する教員像 履修を通して、教職についての理解を深

k目- や到達同標等lこ照、らして良終的に催認する め、教職への適性について考察するととも
ものであり、いわば全学年を通じた「学び に、主体的に教員として必要な資質能力を

ね の軌跡の集大成」として位置付けられるも 統合・形成していくことができるようにな

b 
のである。学生はとの科目の履修を通じ ることをねらいとする。
て、将来、教員になる上で、自己にとって

い 何が課題であるのかを自覚し、必要に応じ
て不足してし、る知識や技能等を補い、その
定着を図るこどにより、教職生活をより円
滑にスター卜できるようになることが期待
される。

内所)文部手、l学省ホームページ
(http://www.mext.go.jplb_menu/shing比hukyo/chukyoO/toushin/06071910 .htm) と兵庫教育大学「授業計両」より筆者ら作成。
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図1 兵庫県における「小学社会」の教科書の採択状況

注) )、LfJUの時1'tはそれぞれ教山(教育山版)， R土:(円本土;教山版)，円立;
(1日大書) (日本文教l中l版 (11::l大阪書籍))，東書(東京書籍)である。

出所)兵庫県教育研修所資料などよ り筆者ら作成。

実地教育III4' の実施校である附属小学校では，東京

書籍の教科書を使用している O 兵庫教育大学の学生の出

身地は兵庫県の割合が高い。実地教育N5: の実習校な

らびに卒業後の就職地は兵庫県となる割合が高いと考え

られる O 兵庫県内で使用されている社会の教科書は，図

lに示すとおりである o 5種類のうち，光村図書の教科

書は兵庫県では採択されていない。兵庫県41市町のうち

約半数近くの21市町で東京書籍が採択されている O 以下，

日本丈教出版(旧大阪書籍) (10市町)， 日本文教出版

(7市町)，教育出版(3市町)となっている o 3年から

6年までの児童数ベースでみると，日本文教出版(旧

大阪書籍) (49.6%)，東京書籍 (31.2%)，教育出版

(14.2%)，日本文教出版 (5.0%)である

教職実践演習で用いる教科書の選定においては，全学

生が履修する実地教育Eとの連携を重視すれば東京書籍

を選択すればよい II また実地教育Nならびに就職地と

の連携を重視するならば東京書籍以外の教科書も選択の

対象となるが。今回は後者の観点から教科書を選定した。

そのほかの選定理由として，実地指導講師q1 として授

業を担当する現職教員との整合性や，受講生に多様な教

科書の存在ならびに教材開発への動機づけを行うことな

どがあげられる。

以上のことから，平成23年度の社会科の模擬授業にお

いては，実地指導講師の勤務地で採択されている教育出

版の教科書を選定した。また3・4年生の学習では各教

育委員会で作成されている副読本が用いられることが多

いことから，当該の副読本の使用も対象に含めた。

2.単元の選択

小学校において杜会は 3年生から 6年生の4年間で学

習する。教育出版の教科書では19の章(ほほ大単元に相

当)とそのもとに47の節(ほほ小単元に相当)が設定

されている(資料1)0 学習指導案の作成ならびに模擬

授業は，グループではなく受講生一人で、行わせることと

し，受講生一人一人に節すなわち小単元を重複しないよ

うに選択させた。

なお，各教育委員会で作成されている副読本を使用す

る場合は，教育出版の章・節構成に照らし合わせて，当

該の章・節と代替することとした。

3.デタベス構築の検討

平成23年度の小学社会の模擬授業のクラスの受講生は

14名であった o ただし，実際に学習指導案を作成し模

擬授業を行った受講生は12名であった。なお，クラス編

成は，後述するように所属するコース以外の教科を受講

するように設定されており，このクラスの受講生は社会

系コースの学生ではなく教育心理系コースと言語系(英

語)コースの学生である O

受講生には模擬授業で行う単元を重複しないように選

択させることから，教育出版の教科書で設定されている

47の小単元は，都合， 3年から 4年ですべてをカバーで

きることになる。そこで 教職実践演習で作成される受

講生の学習指導案をデータベース化し，教育出版の教科

書に対応した兵庫教育大学版の学習指導案集を完成させ

る。その学習指導案集を，次に述べる情報発信の基礎デー

タとして活用する。

4.情報発信の検討

兵庫教育大学は，平成21年10月に「授業実践の改善に

資する教材文化資料を収集・開発・発信するjことを目

的に「教材文化資料館」を設置している O 本研究では，

学習指導案を教材文化資料として位置づけ，教職実践演

習と教材文化資料館の連携を図る。すなわち教材文化資

料館としては教材文化資料である学習指導案の収集先と

して教職実践演習を，教職実践演習としてはその学習成

果物である学習指導案の情報発信としてのツールとして

教材文化資料館を，それぞれに利・活用することを考え

たO そこで，教材丈化資料館の事業内容の検討をもとに，

教職実践演習で作成される学習指導案の情報発信への可

能性を検討する O

H 実施 (Do)

本章では，前章で示した計画をもとに，実際に授業な
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資料2 相互評価シート

教職実践演習相互評価シート

コース

金並i

Ql.あなたが自身の学習指導案ならびに模擬綬業に対しての評価を記入しなさい。

良かった点(工夫した点)

悪かった点(反省する点や次の時に改めようと思ったこと)

Q2. 000さんの学習指導案ならびに模擬授業に対しての評価を記入しなさい。

良かった点(参考になった点や工夫していると思ったこと)

悪かった点(反省する点や次の時に工夫したら良いと思うこと)

(中略)

Q14.教職実践演習の授業に対しての評価を記入しなさい。

良かった点(参考になった点や工夫していると思ったこと)

悪かった点(来年度以降の授業で工夫したら良いと思うこと)

施した。一人一人の模擬授業が終わるたびに資料2の相

互評価シートに意見・感想を記入させた。全員の模擬授

業が終わった後に，受講生一人一人の感想、発表を行い，

その後に授業担当教員による総括を行った。その後，新

カリキュラムの授業科目における学習指導案の作成なら

びに模擬授業の実施に関するアンケート調査を実施した。

導案と教材ならびに模擬授業のビデオを 1セットとした，

データベース構築のための基礎データを作成した。

授業後に，提出された学習指導案ならびにワークシー

トなどの教材をスキャナーで取り込み， PDF形式で保

存した。ま た模擬授業はすべてビデオ録画し，模擬授業

ごとにフ ァイ ルを作成した山。このようにして，学習指

2.情報発信の検討

教材文化資料館の事業内容を検討した結果，教材文化

資料館がインターネット上で「教材ファクトリーjのサ

イト 13) を運営していることが分かったO 同サイトは，

「教材ファクトリーは，新任や経験の浅い先生の「いい

授業」づくりを支援するため，学校現場の教員，現職の

大学院生や修了生が作成した実践的な指導案教材のほか，
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表2 新カリキュラムの授業科目における学習指導実の作成と模擬授業の実施状況

標準 子二ふ3指導菜の作成 %) 干莫擬授業の実施(%)

区分 授業科目 履修
心理 英語 社会 全体 心理 英語 社会 全体年次

基礎的アカデミック能力科目(h) 

教養
社会課題探究科目 (20*)
理数系基礎科目 (5*) 

科目
表現コミユーケーション科目 (21*)

君草
英語コミューケーションH 28. 6 5. 0 9. 4 

(26*) 
体育 I 20. 0 3. 1 
体育H 2 20. 0 3. 1 

教職基礎科目 (8*) 

教職
教職支援科目 (21*)

キャ 教育課程論 2 14. 3 3. 1 14. 3 3. 1 

リア
道徳教育論 2 20. 0 12. 5 

科目
特別活動論 3 28. 6 5. 0 9. 4 
保育内容表現論 2 14. 3 3. 1 14. 3 3. 1 

君宇
教職発達科目(2 *) (31*) 

教職実践演習 4 42. 9 40. 0 40. 0 40. 6 42. 9 40. 0 40. 0 40. 6 
教師発達論 4 5. 0 3. 1 

初等教科内容科目 (16*)
初等国語 I 14. 3 3. 1 
初等算数 I 14. 3 3. 1 
初等社会 I 10.0 6. 3 5. 0 3. 1 
初等青楽 I 14. 3 3. 1 
初等体育 I 42. 9 10. 0 15. 6 20. 0 3. 1 
初等社会H 2 14. 3 25. 0 18. 8 10. 0 6. 3 
初等凶闘工作H 2 14. 3 5. 0 6. 3 14. 3 5. 0 6. 3 
初等体育H 2 20. 0 3. 1 

初等教科指導法科目 (18*)
初等国語科教育法 2 20. 0 12. 5 
初等算数科教育法 2 28. 6 60. 0 10. 0 21. 9 40. 0 6. 3 
初等社会科教育法 2 42. 9 60. 0 65. 0 59.4 40. 0 40. 0 31. 3 
初等理科教育法 2 5. 0 3. 1 
初等牛一活科教育法 2 11.3 30. 0 21. 9 
初等音楽科教育法 2 5. 0 3. 1 20. 0 3. 1 

教育
初等|火|曲iT作科教育法 2 28. 6 60. 0 10. 0 21. 9 60. 0 5. 0 12. 5 
初等体育科教育法 2 30. 0 18. 8 

実践
初等家庭科教育法 2 28. 6 10. 0 12. 5 

リフ
初等英語教育法 2 11.3 10. 0 10. 0 31. 1 

レク
初等算数科授業研究 3 11.3 3. 1 11.3 3. 1 

:ノヨ
初等社会科授業研究 3 28. 6 30. 0 25. 0 11.3 15. 0 12. 5 

ン科
初等音楽科授業研究 3 28. 6 6. 3 

目群
初等図阿工作科授業研究 3 5. 0 3. 1 
初等体育科授業研究 3 5. 0 3. 1 20. 0 12. 5 

(48*) 
実地教育科目 (10*)

教育情報メプ、イア実習
20. 0 3. 1 

(実地教育VI) 2 
マイクロァィーチング実習

85. 7 100. 0 100. 0 96. 9 71. 4 100. 0 100. 0 93.8 
(実地教育V) 2 
学校観察実習(実地教育1) 5. 0 3. 1 5. 0 3. 1 
フレンドシップ実習
(実地教育II) 2 
初等基縫実習(実地教育III) 3 85. 7 80. 0 95. 0 90. 6 71.1 80. 0 90. 0 81. 1 
初等応用実習(実地教育N) 4 85. 7 80. 0 85. 0 81. 1 71.1 80. 0 80. 0 78. 1 
巾学校実習(実地教育VIII) 4 71.4 80. 0 10. 0 34.4 71.4 80. 0 10. 0 34.4 
r';:iJ等学校実習(実地教育IX) 4 50. 0 31. 3 35. 0 21. 9 
初等実習リフレクション

14. 3 70. 0 46. 9 14. 3 20. 0 50. 0 37. 5 
(実地教育VII) 3 
中等実習リフレクション

10. 0 6. 3 10. 0 6. 3 
(実地教育x) 4 

インターンシッブ科目 (4*) 

i主)同才干名数は心珂 7，英語5，社会20，全体32である。
*はそれぞれの科目群・グループの開設授業科目数を示す。

同所)アンケート制盆 (2011年12月24t:I， 2012年2月H実施)より筆者ら作成。
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表3 実地教育における学習指導案の作成状況
(%) 

芙地教同illC干iJJ等基礎実省') 実地教育IVC初等r.r，;用実首)
教科

I L.\~里 英語 社会 全体 心E里 英語 社会 全体
国語 57. 1 80.0 75.0 71.9 42. 9 60. 0 60.0 56. 3 
社会 28. 6 40. 0 31. 3 28.6 20. 0 45.0 37. 5 
算数 85. 7 100.0 95.0 93.8 85. 7 100. 0 75.0 81. 3 
理科 14. 3 15.0 12.5 14. 3 20. 0 20.0 18.8 
音楽 28. 6 6.3 11.3 3. 1 
図画工作 11.3 20.0 6.3 10. 0 6. 3 
体育 14. 3 20.0 5.0 9.4 14. 3 25.0 18.8 
家庭 5.0 3. 1 
生活 14. 3 10.0 9.4 20. 0 10. 0 9.4 
外国語(英語) 80.0 12.5 14. 3 100. 0 18.8 
道徳 15.0 9.4 20. 0 5.0 6. 3 
注)回答者数は心理7.英語5，社会20，全体32である。
山所)アンケート調査 (2011年12月24円， 2012年2月4円実施)より筆者ら作成。

表4 実地教育における授業の実施状況
(%) 

実地教育ill(初等基礎実詣，) 実地教育IVC初等応用実酋)
教科

IL.¥!，里 英語 社会 全体 IL.\~里 英語 社会 全体
国語 71.1 80. 0 75. 0 75.0 57. 1 10.0 75.0 65. 6 
社会 14.3 40. 0 28. 1 28. 6 55.0 40. 6 
算数 85. 7 100.0 90. 0 90.6 85. 7 80.0 80.0 81. 3 
理科 14.3 15. 0 12. 5 14. 3 20.0 25.0 21. 9 
音楽 42.9 5. 0 12. 5 14. 3 3. 1 
図画工作 11.3 20. 0 6. 3 10.0 6. 3 
体育 20. 0 5. 0 6. 3 20.0 30.0 21. 9 
家庭 5.0 3. 1 
生活 14.3 10.0 9.4 20.0 20.0 15. 6 
外国語(英語) 60. 0 9.4 14. 3 80.0 15. 6 
道徳 15. 0 9.4 14.3 14.3 15.0 12. 5 
Jヱ)同才干名数は心珂 7.英語5，社会20.全体32である。
山所)アンケート調査 (2011年12月24日， 2012年2月4日実施)より筆者ら作成。

特徴ある学習指導法や新しい教材，ユニークな校内研修

活動，その他学校教育に関する実証的なデータなど様々

な授業関連情報を紹介するサイトjである O そのなかの

「イチオシ指導案」のコーナーがあり，そのコンテンツ

として教職実践演習で作成される学習指導案を活用する

ことを検討することにした。

皿 評価 (Check) と改善 (Acti on) 

本章では，データベースの構築の実際ならびに情報発

信の検討において見い出された課題・問題点とその要因

を検討するとともに，それぞれの実現に向けての改善点

ならぴに提案を行う O

1 .データベース化の検討

今回の授業で提出された学習指導案のうち，当初計画

で期待したようなレベル すなわちそのまま公開できる

ようなものは少なかった。その要因として.Cl新カリキュ

ラムとのかかわり，②受講生の取り組み，③教材研究の

資料の 3点があげられる O 以下，それぞれについて説明

する O

1 )新カリキュラムとのかかわり

大学の授業科目での学習指導案の作成と模擬授業の経

験についてのアンケートを，学校教育専修の学校心理系

コース(以下，単に心理と表す)の学生，教科・領域専

修の言語系コース(英語) (以下，単に英語と表す)と

社会系コース(以下，単に社会と表す)の学生を対象に

実施したは/。同アンケートの設問は次の2つである O 一

つは，大学の授業科目一覧を示し. I一覧中に学習指導
案を作成した授業ならびに模擬授業を行った授業にO

(マル)を入れなさいjである。もう一つは，教科一覧

を示し. I実地教育III (初等基礎実習)ならびに実地教
育N(初等応用実習)で学習指導案を作成した教科なら
びに授業を行った教科にOを入れなさしミ」である O それ

ぞれの回答者数は，心理7.英語5.社会20.全体32で

ある。回答者数は，同学年の約2割を占める。その結果

が表 2~表 4 である。

平成20年度から導入されている新カリキュラムの授業

科目は，①教養科目群，②教職科目群，③教育実践・リ

フレクション科目群，④専修専門科目群の4つの科目群

に分けられている。表2は. 4つの科目群のうち，①~

③の科目群の授業科目でOが記入された授業科目とその

回答者数の全体に占める割合を示したものである。この

データは回答者の記憶に基づくものであり，実際の授業

の実態を忠実に示すものではない。また回答者が心理，

英語，社会の学生に限られており，選択科目については

所属コースによって選択する授業科目に偏りがあり，理
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数系の授業科目などが回答される可能性は相対的に低い

と想定される O また学校観察実習(実地教育I)のよう

に，学習指導案の作成や模擬授業が行われない授業科目

にOが記入される一方で，学習指導案の作成と模擬授業

が行われている教職実践演習の回答が40%程度しかない

など，回答者の勘違いや記憶違いが多分に含まれている O

この点については，表3と表4が示す結果についても同

様のことが言える O したがって，表の分析にあたっては，

示された数値を厳格に捉えるのではなく，傾向を読み取

るにとどめることとする O

教養科目群は26の授業科目が開設されており，そのう

ち学習指導案の作成を行ったと回答があったのは，わず

かに 3科目だけであった。教職科目群についても31の開

設に対して 6科目であった。このように教養科目群と教

職科目群の授業科目においては学習指導案の作成と模擬

授業の経験はほとんどない。逆に教育実践・リフレクショ

ン科目群では48の開設に対して32科目と多くみられ，ま

たOが記入されている割合も高い。これはそれぞれの授

業科目の内容から判断して当然のことである O ここで注

目したい点は，教養科目群と教職科目群の授業科目であっ

ても，授業担当者の工夫で，学習指導案の作成や模擬授

業が取り入れられているとし寸事実である O

教育実践・リフレクション科目群は，初等教科内容科

目，初等教科指導科目，実地教育科目，インターシップ

科目の4つのグループに分けられ，全体として実地教育

科目，初等教科指導科目，初等教科内容科目の順に学習

指導案の作成や模擬授業の経験の割合が高くなっている O

新カリキュラムにおける一つの特徴は，初等教科内容科

目の 1 (たとえば初等国語I)ならびに初等教科指導法

のすべての教科の教育法(たとえば初等国語科教育法)

の授業を必修にしたことである O 近年では，小学校で、も

教科担任制が導入されるようになっている O また兵庫教

育大学が立地し，多くの卒業生の就職地になると想定さ

れる兵庫県は独自の指導システムとして「兵庫型教科担

任制j山を進めている。しかしながら，小学校の教育の

基本はあくまでもクラス担任制であり，また小規模校で、

は教科担任制の導入は人員配置の上で、難しくすべての教

科を一人の教員が担当せざるを得ない。そのようなこと

から，小学校教員はすべての教科の授業を行えることが

最低の資質要件であり，新カリキュラムでの変更は理に

かなっているといえよう O その上で表2をみてみると，

初等教科内容科目の Iのうち学習指導案の作成ならびに

模擬授業が行われていない可能性の高い教科が複数みい

だせる O また教育法ではすべての教科で学習指導案の作

成の回答がなされている O しかしながら，教科によって，

回答の割合にかなりの差があることが指摘される O

表3と表4は実地教育での状況を示したものである O

共通している点は教科によって，その実施にかなり差の

あることである。そしてその差も算数と国語の回答の割

合が高く，それに続くのは社会であるが算数や国語の半

分以下である。さらに理科と体育は社会の半分であり，

それ以外の教科での回答はさらに低くなる。このような

差を生み出している一つの理由は，各教科の年間授業時

間数の違いがあげられる。しかしその点を勘案しでも，

算数は突出しているといえよう O またそれぞれの所属コー

スに注目すると，社会の学生は実地教育でも社会の学習

指導案の作成や授業を行う経験が他のコースの学生より

高い値となっている O 英語の学生についても同様のこと

がいえる。

以上のアンケートの結果から導き出された結果を前提

に，教職実践演習の課題・問題点ならびに次年度に向け

た改善点を指摘する。資料2の相互評価シートならびに

全体の模擬授業後の受講生の感想、の中で， I杜会の学習
指導案なり授業を初めでしたjや「これまで苦手意識が

あり避けてきたjという回答や発言があった。アンケー

ト調査での専修専門教科群の授業科目に対する学習指導

案や模擬授業の経験の回答をみると，教科・領域教育専
修l(il の学生は，専修専門科目群に設定されたそれぞ、れ

の教科の指導法の授業科目で学習指導案の作成や模擬授

業をかなりの割合で経験していることが明らかとなった。

その一方で，学校教育専修の専修専門科目群の授業科目

で学習指導案の作成や模擬授業を行っている授業はほと

んと、、行われていない。そのため，学校教育専修の学生が

学習指導案の作成や模擬授業を経験する機会は，教科・

領域教育専修の学生に比べて，相対的に少ないといえる O

学校教育専修の学生でも，中学・高校の免許を取得する

ならば，それぞれの教科でその経験を積むことは可能で

あるが，学校教育専修が中学・高校の教員免許を取得す

る割合は近年では少ないのが現状である o 学習指導案

の作成を含めて授業を計画するには，ある程度の経験が

必要である。本年度の教職実践演習で，学習指導案の作

成を含む模擬授業の内容を設定したことならびに所属コー

ス以外の教科にクラス分けを行ったことは，近年の中学・

高校の教員免許の取得にかかわる学生の授業選択の実態

に照らし合わせて意味があったといえる。

アンケートの結果，実地教育において学習指導案の作

成や授業の経験は教科によって差があることが明らかと

なったO それを補うものとして，新カリキュラムでは初

等教科内容科目の Iならびに初等教科指導法を必修とし

て，すべての教科を学習するように設計されていること

は評価される O 実地教育における学習指導案の作成や授

業の実施は教科聞で大きな差があるとしミう実態を踏まえ

るならば，大学の授業科目の特に教育実践・リフレクショ

ン科目群で補う必要がある。しかしながら，その教育実

践・リフレクション科目群の授業科目においても，アン

ケートの結果に示されたように，学習指導案の作成なら
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表5 教科書ならびに指導書等の購入費用試算(平成23年度分)

教科等 教科書単価
科目の 日導田 の
購入価格 購入価格

円 円 円

国語(国語) 5 4， 165 20，825 1，204，900 
国語(書写) 6 924 5， 544 166， 800 
社会(社会) 5 2， 639 13， 195 328，900 
社会(地図) 2 448 896 16，200 
算数 6 3，530 21， 180 1，104，400 
理科 6 3，301 19，806 713，400 

生活 8 1， 689 13， 512 252，400 
音楽 3 1， 218 3，711 687，800 
図画工作 3 1，248 3，744 332， 100 
家庭 2 266 532 71， 600 
体育(保健) 5 404 2， 020 83，800 
合計 104，998 4，962，300 
出所)文部科学省ホームページ
(http://www.mext.go.jp/a_menu/伽 tou勾oukasho/teika/1301123.html
および教科書協会編『平成23年度使用教科書教師用指導書目録』などより筆者ら作成。

びに模擬授業の実施は，教科によってかなりの差がある

ことが指摘される O 学習指導案の作成を含めた授業計画

は，教科によって違いがあることから，少なくとも一度

はすべての教科で学習指導案の作成を在学中に経験する

ことが適当であると考える O 必修となっている初等教科

内容科目の Iならびに初等教科指導法のなかで，学習指

導案の作成や模擬授業の扱いについて，カリキュラム設

計の観点から，それぞれの授業担当者の判断とは別に，

全学的な合意を図る必要があるといえよう O

2 )受講生の取り組み

平成23年度の教職実践演習において提出された学習指

導案を当初計画したレベルに達していないと判断する理

由は，教材研究が不十分で、あることに求められる O 教材

研究期間として約2ヶ月を設定したが，授業担当教員の

ところに実際に指導を受けに来た受講生は実際に授業を

行った12人中 2人だけであった。指導を受ける受講生が

少なかった理由として，次のような点が考えられる O

まず①教材研究期間に実施される実地教育や卒業研究

との関係があげられる O 受講生のうち複数人は，実地教

育Nあるいは実地教育四(中学校実習)や実地教育医
(高等学校実習)の実施と重なっており，それぞ、れ 2~

3週間の実習期間が設定されている O また4年次後期は

卒業研究の提出時期と重なっており，受講生の関心も卒

業研究に向けられる傾向にあったO 教職実践演習にあて

る時聞が基本的に限られていたといえる O

次に，C]:授業担当教員と受講生との関係の問題が指摘

される O 平成23年度に実施された教職実践演習のクラス

編成は所属するコースと異なる教科であった。そのため，

ほとんどの受講生は授業担当教員の授業をとっておらず，

授業担当教員と受講生との聞に心理的距離があったこと

である O

そして③はじめての授業としての教職実践演習の問題

である。教職実践演習は平成23年度が最初であり，受講

生に授業の意図や内容がうまく伝わっていなかったこと

など考えられる O

①と③については，オリエンテーションの充実によっ

て改善が求められる O ②については，教職実践演習に限っ

た問題点とはいえない。しかしながら， ["学びの集大成」

としての教職実践演習という位置づけを考えるならば，

クラス編成のあり方について再考する必要があるといえ

るO

3 )教材研究の資料

教職実践演習の授業を行うにあたって，理科，家庭科，

英語の授業担当者に必要な資料等の確認を行った。それ

に対する回答は，教科書ならびに教師用指導書であった。

小学校の授業は，それぞれの単元だけで完結するもので

はなく，年間指導計画のもと，それぞれの単元が位置づ

けられている O したがって，個々の授業においても，当

該の単元の教科書のページだけが対象となるのではなく，

教科書全体が対象である O 模擬授業においても，当該ペー

ジのコピーだけでなく，教科書そのものが用意されるこ

とが望ましい。

指導経験の少ない教員においては，教科書出版社が作

成した教師用指導書を参考に日々の授業の展開を考える

ことが多い。教職実践演習を受講している学生の多くは

4月から新任教員として授業を行う者も多く，現実的に

は教師用指導書に頼ることになる者も多いと考えられる O

したがって， 4月以降の状況を擬似的に体験する上でも，

教師用指導書の活用は意味のあることといえよう O また

教師用指導書は，単に日常的な授業だけでなく，教材研

究においても貴重な資料となる。

表5は各教科における教科書ならびに教師用指導書の

購入費を試算したものである。教職実践演習の教材研究

期間に設定した段階で，図書館にはすべての教科書は整
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備されていなかった。その後，全教科全社の教科書の整

備が順次行われたが，貸し出しが可能であったために，

ひとりの学生が借り出した場合，その他の学生は当該の

教科書をみることができないなどの問題が見いだされた。

兵庫教育大学図書館において，図書館の予算枠での教師

用指導書の整備は，実地教育Eで使用する出版社のみで

ある O

教科書や教師用指導書の整備は，教職実践演習だけの

問題ではない。 他の授業科目における教育上での必要性

はもちろんのこと，研究資料としても大きな役割をもつ

ものである O 教育大学としてその整備や取り扱いについ

て，大学全体の問題として検討が求められる O

2.情報発信の検討

すでに指摘したように，平成23年度の教職実践演習で

作成された学習指導案のレベルを考えると，当初計画し

た教材文化資料館の「教材ファクトリーJ/ Iイチオシ
指導案jとして提供し，情報発信することは難しい。こ

れは，前節で指摘した諸点だけでなく，本稿で報告した

小学社会の模擬授業のクラスの授業の進め方にも問題が

あるといえる O 英語の模擬授業のクラスでは，受講生は

同じ単元の模擬授業を 2回行うよう授業を計画されてい

るo 1回目の模擬授業のあとに意見交換の場を設定し，

それを踏まえて 2回目の模擬授業をさせ，その上で，最

終の学習指導案の作成をさせている O そこで提出された

学習指導案のいくつかは「教材ファクトリーJ/ Iイチ
オシ指導案jに推薦できるレベルのものもあった。

今回の調査で教材丈化資料館の事業内容を検討するな

かで，全国の学校現場から収集した学習指導案・教材の

データベースとしての学習指導案アーカイブ(教育実践

資料データベース)があることがわかったo Iイチオシj

に登録されている学習指導案ならびに教育実践資料デー

タベースは，教職実践演習の学習指導案の教材開発にお

いて，非常に有益な資料である O このような学内にある

リソースを発掘し，受講生に情報提供することで，受講

生が作成する学習指導案のレベルの質向上を図ることが

可能で、あると考える O

おわりに

本稿では PDCAサイクルの過程に沿って，平成23

年度に実施された教職実践演習の授業を検討した。評価

(Check) のために行ったアンケート調査では，実地教

育での学習指導案の作成や授業の実施において，教科に

よってその作成や実施に差のあることが明らかとなった。

また平成23年度に実施した教職実践演習では，計画

(Plan) で想定したような，①中央教育審議会の答申に

示される「全学年を通じた「学びの軌跡の集大成JJと

なるような学習指導案の作成→②データベース化→③情

報発信という形を求めることは難しいことが明らかとなっ

た。今後の対応としては，①今回の調査によって見いだ

された現状を踏まえて当初に設定したような学習指導案

の作成レベルを求めるのではなく，新任教員として赴任

しすぐに行うことになる授業のための基礎的な知識や活

動のみを到達レベルとして模擬授業の目標を設定する，

あるいは②当初に求めたような学習指導案の作成レベル

を追及しその実現に向けての方策を検討するの 2通りの

対応が考えられる。そのいずれかを選択するかは，教職

実践演習の位置づけとかかわって検討する必要がある。

なお，後者については，改善 (Action)で指摘，提案し

た大学でのカリキュラムやそれぞれの授業内容の見直し，

教材研究資料の充実，学内リソースの発掘と提供などに

よって実現することも可能であると考えられる。

本稿の分析は，あくまでも予察的なものである。特に，

評価 (Check)で用いたアンケートのデータは，本論で

指摘したような方法論上の問題点を抱えている O そこで

平成24年度では，それら問題点への対応を図るとともに

アンケートの対象を受講者全員に対する調査への拡大な

らびに実際に授業を担当している教員への聞き取りを通

じて，より正確な実態の把握を行う予定である。また本

稿で指摘した改善点や提案を取り入れつつ，再び，

PDCAサイクルの過程に沿った授業づくりに取り組み，

教職実践演習の授業改善ならびに充実を進めていく。

注

1 )他大学では平成22年度入学生より導入されている。

なお，教員免許状取得における「教職に関する科目j

(必修科目)としての扱いは，兵庫教育大学でも平成

22年度入学生からである。

2) 15コマの内訳は，オリエンテーション lコマ，事例

研究6コマ，模擬授業6コマ，まとめ2コマである O

3 )小学校社会の教科書は，教育出版，日本丈教出版，

東京書籍，光村図書の 4つの出版社が発行している。

旧大阪書籍の教科書は，平成21年4月より日本文教出

版社に引き継がれ，日本丈教出版社からは2種類の社

会の教科書が発行されている O 都合， 4つの出版社か

ら5種類の教科書が発行されている O

4 )実地教育Eは，初等基礎実習として 3年次に附属学

校園において4週間にわたって実施される。

5 )実地教育Nは，初等応用実習として4年次に出身校

において3週間にわたって実施される O

6)平成23年度学校基本調査結果などによる。

7l実地教育E後に行う大学での授業科目の「初等社会

科授業研究」では，実地教育Eとの関連を重視し，東

京書籍の教科書を用いた学習指導案の作成と模擬授業
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を行っている O

8 )教職実践演習の企画当初に作成されたシラパス案で

も， I授業の到達目標およびテーマ」で，実地教育皿

や実地教育N等の資料を基とすることが示され，実地

教育との有機的な関連づけが意図されている(平成20

年度教務委員会資料より)。

9 )授業担当者は，専任教員 2名と実地指導講師2名の

4名が担当した。専任教員は教科教育を専門とする教

員と教科内容を専門とする教員があたり，実地指導講

師については，授業の進め方を評価するために授業実

践のリーダー的存在である年齢の現職教員と，教員と

しての全体的な姿勢や態度を評価するために校長職経

験者に依頼した。

10)節が設定されていない章は，節を lとするO

11)受講生の人数は年によって変動がある O 全体計画で

は，兵庫教育大学学校教育学部では初等教育教員養成

課程で設定されたコース(分野)を基本単位として，

20人前後のクラスを編成することになっている O 平成

23年度では，最も少ないクラスが13人であり，もっと

も多いクラスは23人であった。

12)それぞれのファイルは DVDに保存して，受講生に

配布した。

13) 同サイトのアドレスは， http://museum-portal.hyogo-

u.ac.jp/index/index.php?tit1e=%E3%83%A1 %E3%82% 

A4 %E3 %83 %B3 %E3 % 83 % 9A %E3 %83 %BC%E3 % 8 

2%B8である O

14)アンケート対象者の選定は，調査の実施にあたって

協力が得やすかったこと(授業担当)が理由であり，

対象としたコースに特別の意図はない。しかしながら，

対象となったコースは兵庫教育大学のクラス編成上次

のように位置づけられる O 兵庫教育大学学校教育学部

では初等教育教員養成課程を置き，同課程では「学校

教育専修jと「教科・領域教育専修jの2つのグルー

プに分けられ，両者はカリキュラムの上でも大きく異

なる O 心理は学校教育専修に，英語と社会は教科・領

域教育専修にそれぞれ属する O 小学校の教育課程とか

かわりでみると，杜会が教科であるのに対して，英語

は教科ではない。教科・領域教育専修には英語と同様

の存在として総合学習系コースがある O なお調査は，

心理と英語の学生は2011年12月24日，社会の学生は

2012年2月4日に実施した。

15) 兵庫県教育委員会ホームページ(www.hyogo-

c.ed.jp/~gimu-bo/…/H23hyougogatari-huret.pdf) を参照

のこと O

16)注14を参照のこと O

17)平成23年度卒業生のデータでみると，特定の教科を

専門するコースに所属する学生の92.1%が中学・高校

の教員免許を取得しているのに対して，特定の教科を

専門としないコースの学校教育系コース，教育心理系

コース，総合学習系コースの学生のうち，中学・高校

の免許を取得した学生は全体の51.2%であった O また

幼年教育コースの学生で中学・高校の免許を取得した

学生はゼロであり，全体として，中学・高校の教員免

許を取得しない学生は33.9%を占める O

付記

本研究にあたり，調査に協力頂いた兵庫教育大学の英

語分野の今井裕之先生・有i動員理子先生，理科分野の庭

瀬敬右先生・笠原恵先生 家庭科分野の永田智子先生，

教材文化資料館の山下真人先生，教務チーム・学術情報

チームならびに学生の皆様に記してお礼申し上げます。

なお，本研究を実施するにあたって，兵庫教育大学平

成23年度「理論と実践の融合jに関する共同研究活動の

予算の一部を使用した O また本稿の内容は平成24

(2012)年度日本教育大学協会研究集会(於:鹿児島大

学)において口頭発表した。

(2012. 8 .31受稿， 2012. 11. 19受理)


